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歳
入
歳
出
決
算
﹂
な
ど

○
予
算
案
件
︵
�
件
︶

﹁
平
成

年
度
江
東
区
一
般
会
計

30

補
正
予
算
︵
第
�
号
︶
﹂

○
条
例
案
件
︵
�
件
︶

﹁
江
東
区
水
上
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
﹂

な
ど

○
契
約
案
件
︵
�
件
︶

﹁
江
東
区
夢
の
島
競
技
場
改
修
工

事
請
負
契
約
﹂
な
ど

○
そ
の
他
の
案
件
︵
�
件
︶

平
成

年
第
�
回
区
議
会
定
例
会

30

が
︑
�
月

日
か
ら

月

日
ま
で

20

10

23

︵
会
期

日
間
︶
開
か
れ
ま
し
た
︒

34

今
回
の
定
例
会
で
は
︑
﹁
平
成
29

年
度
江
東
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
﹂
な
ど

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ

33

れ
︑
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
︒

な
お
︑
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ

た
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

○
認
定
案
件
︵
�
件
︶

﹁
平
成

年
度
江
東
区
一
般
会
計

29

﹁
福
祉
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
﹂
な
ど

○
同
意
案
件
︵
�
件
︶

﹁
江
東
区
教
育
委
員
会
委
員
選
任

同
意
方
に
つ
い
て
﹂

○
意
見
書
・
決
議
︵
	
件
︶

﹁
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税

の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
﹂
な
ど

※
本
会
議
等
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

�
月
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も

視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

▢問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

第
�
回
区
議
会
定
例
会
終
わ
る

平
成

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

29

高
齢
化
が
進
み
︑
介
護
を
要
す
る

方
が
増
え
る
一
方
︑
介
護
を
巡
る
課

題
は
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
︒

﹁
介
護
の
日
﹂
は
︑
介
護
に
対
す

る
理
解
と
認
識
を
深
め
︑
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
と
家
族
︑
介
護
従
事
者

等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
︑
地
域
で

の
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
︑
国
が
定
め
た
も
の
で
す
︒

江
東
区
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
︑
約
�
万
人
に
も
上
り
ま
す
︒

他
人
ご
と
で
は
な
い
介
護

要
介
護
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
︑

日
ご
ろ
か
ら
介
護
予
防
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
︒
し
か
し
︑
年
齢
と

と
も
に
︑
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で

何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
︒
病
気
や

事
故
が
原
因
で
介
護
が
必
要
に
な
る

方
も
い
ま
す
︒
﹁
老
老
介
護
﹂
︑
﹁
介

護
離
職
﹂
な
ど
︑
介
護
は
ご
自
身
だ

け
の
問
題
で
な
く
︑
ご
家
族
の
人
生

に
も
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
す
︒

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
は
﹁
介
護
が
必
要
な

人
﹂
と
﹁
介
護
す
る
人
﹂
を
社
会
全

体
で
支
え
る
制
度
で
︑
平
成

年
に

12

始
ま
り
ま
し
た
︒
医
療
保
険
と
同
じ

く
︑
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
︑
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
は

所
得
に
応
じ
�
～
�
割
に
な
り
ま
す
︒

日
本
国
内
に
住
む

歳
以
上
の
全

40

て
の
方
は
︑
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
︑

自
動
的
に
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
︒

﹇
保
険
証
﹈

第
�
号
被
保
険
者
︵

歳
以
上
︶

65

の
方
に
は
︑

歳
を
迎
え
る
時
に
︑

65

保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
︒
第
�
号

被
保
険
者
︵

歳
以
上
︶
の
方
は
︑

40

特
定
疾
病
︵
脳
血
管
疾
患
な
ど

種
16

類
︶
に
よ
り
介
護
や
支
援
が
必
要
と

認
定
さ
れ
た
場
合
に
︑
保
険
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
︒

﹇
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
﹈

訪
問
介
護
︵
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
︶
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
︑
福
祉
用
具

︵
車
い
す
等
︶
の
貸
与
等
︑
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
介
護
保
険
で
利
用

で
き
ま
す
︒
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当

た
っ
て
は
︑
事
前
に
介
護
の
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
区
役
所

介
護
保
険
課
へ
︑
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

﹇
介
護
保
険
料
﹈

介
護
保
険
料
の
納
め
方
は
︑

歳
40

以
上
の
方
と

歳
以
上
の
方
と
で
︑

65

異
な
り
ま
す
︒

歳
以
上
︵
第
�
号
被
保
険
者
︶

40
の
方
は
︑
医
療
保
険
料
と
一
緒
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
︵
医
療
保
険
料

の
中
に
介
護
保
険
料
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
︶
︒
介
護
保
険
料
は
︑
医
療
保

険
ご
と
に
設
定
さ
れ
る
介
護
保
険
料

率
と
給
与
等
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
︒

歳
以
上
︵
第
�
号
被
保
険
者
︶

65
の
方
は
︑
医
療
保
険
料
と
は
別
に
︑

お
住
ま
い
の
区
市
町
村
に
直
接
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
︒
年
金
を
年
額
18

万
円
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
︑

特
別
徴
収
︵
年
金
か
ら
の
差
引
き
︶

の
方
式
に
よ
り
ま
す
︒
介
護
保
険
料

は
︑
ご
本
人
の
前
年
の
収
入
と
世
帯

の
課
税
状
況
を
基
に
算
定
さ
れ
ま
す
︒

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
は
︑

歳
65

を
迎
え
た
翌
月
と
︑
毎
年
�
月
中
旬

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
︒

﹇
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
﹈

滞
納
期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付
が

制
限
さ
れ
︑
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時

の
自
己
負
担
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
等
の
不
利
益
が
生
じ
ま
す
︒

保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
る
と
︑
ご

本
人
の
み
な
ら
ず
︑
ご
家
族
の
経
済

的
・
精
神
的
な
負
担
も
増
大
し
ま
す
︒

保
険
料
の
納
付
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
に
は
︑
分
割
納
付
や
︑
ご
事
情

に
よ
り
減
免
等
の
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
︑
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

﹇
保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す
﹈

介
護
保
険
の
財
源
は
︑
�
割
が
公

費
︵
税
金
︶
︑
�
割
が
皆
さ
ん
か
ら

の
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
︒

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
が
︑
制
度

を
支
え
て
い
ま
す
︒
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
︑
誰
も
が
安
心
し
て
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
︑
保
険
料
納
付
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

﹁
介
護
﹂は
誰
し
も
経
験
す
る
こ
と

介
護
保
険
は
︑
住
み
慣
れ
た
家
や

地
域
で
︑
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生

活
で
き
る
こ
と
︑
ま
た
︑
介
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
︒
長
寿
社
会
に
お
い
て
︑

﹁
介
護
﹂
は
︑
誰
し
も
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
で
す
︒
何
が
き
っ
か
け
で
︑

﹁
介
護
が
必
要
な
人
﹂
﹁
介
護
す
る

人
﹂
に
な
る
か
︑
わ
か
り
ま
せ
ん
︒

万
一
に
備
え
︑
﹁
介
護
﹂
に
つ
い

て
︑
ご
家
族
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢問
﹇
保
険
証
と
保
険
料
に
関
す
る

こ
と
﹈介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

﹇
要
介
護
認
定
に
関
す
る
こ
と
﹈

介
護
保
険
課
認
定
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

﹇
訪
問
調
査
に
関
す
る
こ
と
﹈

介
護
保
険
課
調
査
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
	

℻
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

﹇
保
険
の
給
付
に
関
す
る
こ
と
﹈

介
護
保
険
課
給
付
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

﹇
介
護
保
険
以
外
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

等
に
関
す
る
こ
と
﹈介
護
保
険
課
在

宅
支
援
係
☎
︵
�
�
�
	
︶
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

﹇
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
相
談
﹈

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

月
�
日
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
を

12
中
心
と
し
た
�
か
月
間
︵

月

日

11

16

～

月

日
︶
は
東
京
都
エ
イ
ズ
予

12

15

防
月
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
こ

れ
に
合
わ
せ
︑
区
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日

検
査
を
実
施
し
ま
す
︒

野
菜
は
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
食
物
繊

維
︑
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
︑
ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
︒
野

菜
の
お
い
し
さ
や
魅
力
を
知
っ
て
︑

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
︒

▢時

月

日
︵
金
・
祝
︶
正
午
～

11

23

午
後
�
時

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ

ー
�
階
レ
ク
ホ
ー
ル
︵
東
陽
�
︱

11

︱

�
︶
▢費
無
料

▢内
左
表
の
と
お

り
▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
保
健
所
健
康
推
進
課
栄
養
指
導

担
当

☎
(
�
�
�
	
)
�
	
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
	
�
	
�

名
前
を
伝
え
ず
に
検
査
を
受
け
ら

れ
︑
相
談
も
で
き
る
の
で
安
心
で
す
︒

所
要
時
間
は
�
時
間
程
度
で
︑
結
果

は
当
日
に
口
頭
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

診
断
書
や
証
明
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
︒

ま
れ
に
判
定
保
留
と
な
る
場
合
が
あ

り
︑
こ
の
際
は
結
果
判
明
ま
で
�
週

間
程
度
か
か
り
ま
す
︒な
お
︑感
染
を

心
配
す
る
よ
う
な
行
動
か
ら

日
以

90

上
経
過
し
た
後
で
な
い
と
正
し
い
結

果
が
出
な
い
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

▢時

月
�
日
︵
木
︶
午
後
�
時
～

12

	
時

▢場
深
川
南
部
保
健
相
談
所
�

階
︵
枝
川
�
︱

�
︱

︱

�
�
�
︶

15

▢人

人
︵
先
着
順
︶
▢費
無
料

70

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

梅
毒
患
者
が
急
増

東
京
都
で
は
︑
平
成

年
︑
新
た

29

に
�
�
�
件
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ

イ
ズ
患
者
が
報
告
さ
れ
︑
前
年
と
同

数
で
し
た
︒
ま
た
︑
梅
毒
患
者
報
告

数
は
�
︑
	
�
�
件
と
感
染
症
法
に

基
づ
く
調
査
開
始
以
来
最
多
と
な
り
︑

特
に

歳
代
の
女
性
が
急
増
し
て
い

20

ま
す
︒
Ｈ
Ｉ
Ｖ
も
梅
毒
も
︑
感
染
に

気
付
き
に
く
い
病
気
で
す
︒
早
期
治

療
の
た
め
に
も
感
染
の
不
安
が
あ
る

人
は
︑
積
極
的
に
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
︒

※
月
�
回
城
東
保
健
相
談
所
で
Ｈ
Ｉ

Ｖ
・
梅
毒
抗
体
検
査
︵
結
果
は
�
週

間
後
︶
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
詳
細

は
区
報

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

21

▢問
保
健
予
防
課
感
染
症
対
策
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
	
�

℻
(
�
�
�
�
)
	
�
	
�

［食育講演会］｢%プロ(から学ぶお
いしい野菜の見分け方！｣※さつ
ま芋の食べ比べをします▢師 杉本
晃章(八百屋の匠杉本青果店店主)

［第14回おいしいメニューコンク
ール表彰式］｢朝食に食べたい野菜
料理！｣応募総数4,794点の中から
選ばれた15点(中学生の部・ファ
ミリーの部)の表彰式

内容

13：30〜
15：00

12：00〜
16：00

13：00〜
13：30

［測定コーナー］血管年齢測定(江
東区集団給食研究会)、体組成測
定・握力測定(健康センター)、肺
年齢測定(健康推進課)

12：00〜
13：00、
15：00〜
16：00

時間

［体験コーナー］○知ってほしい
｢乳がん｣自己触診モデル体験○ス
トラックアウト(健康センター)
［展示コーナー］
○わが社の野菜たっぷりメニュー
(江東区集団給食研究会)○野菜は
毎食！果物は間食で！(江東区地
域活動栄養士会)○義歯の模型展
示(歯科技工士会)○おいしい学校
給食(学務課)○公立保育園の食育
(保育課)○食品衛生クイズ！(生
活衛生課)○江東区ウォーキング
マップの紹介(健康推進課)○メニ
ューコンクール受賞作品の写真展
示とレシピ集を配布！○8020表彰
者写真展示○旬の野菜展示




